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三
浦
宏
也
く
ん
、や
っ
た
！ 

全
国
三
冠

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
関
わ
る

　
「
湖
」
関
係
、町
の
景
観
計
画
及
び

　
　
町
観
光
立
町
推
進
基
本
計
画
の

　
　
　
３
つ
に
い
て
の
住
民
説
明
会
を
開
催
！

河
口
湖
畳
岩
の

　
　
　
草
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

　　
８
月
広
報
誌
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
優
勝
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
本
町
西
湖
南
地
区
在
住
の

吉
田
高
校
３
年
生
・
三
浦
宏
也
く
ん
が
、
目
標
と
し
て
い

た
国
体
で
の
優
勝
を
果
た
し
、
念
願
の
全
国
三
冠
の
偉

業
を
見
事
に
達
成
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
三
浦
く
ん
の
他
に
、カ
ヌ
ー
や
セ
ー
リ
ン
グ
で
も
次
の

選
手
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

カ
ヌ
ー
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
５
０
０
ｍ

◆
成
人
男
子
Ｋ
１
　
第
２
位
　
渡
辺
大
規
（
富
士
ケ
嶺
）

◆
成
人
男
子
Ｃ
１
　
第
８
位
　
長
田
英
真
（
富
士
ケ
嶺
）

◆
少
年
男
子
Ｋ
２
　
第
６
位
　
渡
辺
幸
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　 

（
北
稜
３
年
、
富
士
ケ
嶺
）

◆
少
年
男
子
Ｋ
２
　
第
６
位
　
渡
辺
光
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 

（
北
稜
２
年
、
精
進
）

◆
少
年
男
子
Ｃ
２
　
第
５
位
　
長
田
成
和
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
稜
３
年
、富
士
ケ
嶺
）

◆
少
年
男
子
Ｃ
２
　
第
５
位
　
小
林
勇
介
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 

（
河
高
１
年
、
精
進
）

カ
ヌ
ー
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
２
０
０
ｍ

◆
成
人
男
子
Ｋ
１
　
第
１
位
　
渡
辺
大
規
（
富
士
ケ
嶺
）

◆
成
人
男
子
Ｃ
１
　
第
８
位
　
長
田
英
真
（
富
士
ケ
嶺
）

◆
少
年
男
子
Ｃ
２
　
第
５
位
　
長
田
成
和
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
稜
３
年
、富
士
ケ
嶺
）

◆
少
年
男
子
Ｃ
２
　
第
５
位
　
小
林
勇
介
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
（
河
高
１
年
、
精
進
）

◆
少
年
女
子
Ｗ
Ｋ
２
　
第
８
位
　
渡
辺
真
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

（
河
高
２
年
、
精
進
）

◆
少
年
女
子
Ｗ
Ｋ
２
　
第
８
位
　
渡
辺
早
葵
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
河
高
２
年
、
精
進
）

セ
ー
リ
ン
グ
　
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ダ
ー
級

◆
成
人
男
子
　
第
７
位
　
三
浦
国
彦
（
長
浜
）

　
10
月
25
日
（
土
）
に
地
元
の
船
津
商
店
街
の
商
店
主
た

ち
が
中
心
と
な
り
船
津
地
区
の
活
性
化
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
冨
根
都
（
ふ
な
つ
）
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
約

15
人
が
参
加
し
て
恒
例
と
な
っ
た
河
口
湖
南
東
岸
の
畳

岩
の
草
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
の
作
業
で
し
た
が
、
作
業
中
に
も
釣
り
人

や
数
組
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
畳
岩
を
訪
れ
、
朝
の
河
口

湖
の
風
景
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
冨
根
都
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後
も
観
光
客
や
地
元
の
人

達
に
親
し
ま
れ
る
畳
岩
の
景
観
維
持
の
た
め
、
定
期
的

に
草
刈
り
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
一
緒
に
草
刈
り
に

協
力
し
て
も
ら
え
る
方
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　　
説
明
会
は
湖
ご
と
の
エ
リ
ア
で
、
世
界
遺
産
と
し
て

湖
の
指
定
範
囲
、
町
の
景
観
を
今
後
保
全
す
る
た
め
の

景
観
に
関
す
る
計
画
、
観
光
立
町
と
し
て
の
今
後
の
基

本
計
画
に
つ
い
て
の
住
民
説
明
会
で
す
。
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
１１
月
１１
日
（
火
）
午
後
７
時
～
　
本
栖
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
栖
湖
エ
リ
ア
）

　
１１
月
１３
日
（
木
）
午
後
７
時
～
　
精
進
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
精
進
湖
エ
リ
ア
）

　
１１
月
１４
日
（
金
）
午
後
７
時
～
　
西
湖
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
湖
エ
リ
ア
）

　
１１
月
１７
日
（
月
）
午
後
７
時
～
　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
口
湖
エ
リ
ア
）
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◆平成19年度一般会計決算報告

固定資産税 軽自動車税町民税 入湯税 遊漁税町たばこ税

0

88,193

7,169
472

120,000

歳   入  113億4,916万3,897円

歳   出  110億1,568万5,132円

◇使われた金額　    429,797円   (前年比 13,659円減)

◇納めた金額 (町税) 165,521円  (前年比 13,958円増)

平成19年度一般会計決算

 歳入総額　113億4,916万3,897円

 歳出総額　110億1,568万5,132円

 収支差引額  3億3,347万8,765円

町民一人当たりで見ると

10,000

0

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

町民税
16億1,605万5,176円
14%

町債
18億3,746万9,000円
16%

その他
3億5,478万9,357円
3%

繰越金
4億1,363万6,894円
4%

繰入金
4億1,227万9,924円
4%

総務費
15億3,229万7,931円
14%

土木費
25億5,838万6,758円
24%

民生費
18億704万7,808円
16%

教育費
14億2,524万884円
13%

衛生費
11億6,330万3,616円
11%

公債費
13億6,124万2,999円
12%

商工費
4億2,238万593円
4%

消防費
3億7,055万8,068円
3%

議会費
9,169万3,066円
1%

農林水産業費
1億3,192万7,770円
1%

諸支出金費
1億5,160万5,639円
1%

県支出金
4億5,628万7,509円
4%

各種交付金
4億5,026万9,940円
4%

地方交付税
20億164万6,000円
18%

その他町税
3億7,459万8,936円
3%

固定資産税
22億7,035万6,662円
20%

地方譲与税
1億1,550万8,000円
1%

分担金及び
負担金
2億549万707円
2%

国庫支出金
8億4,077万5,792円
7%

20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

62,776

�土 木 費

�民 生 費

�総 務 費

3,578

5,147

5,915

14,45814,458

16,48016,480

45,38845,388

53,11153,111

55,60855,608

59,785

70,50570,505

99,820

�公 債 費

�衛 生 費

�商 工 費

�諸 支 出 金  

�農林水産業費

�議 会 費

�教 育 費

�消 防 費

会 計 別

420,850,934

582,882,456

32,760,925

108,909,491

2,781,109

94,436,593

2,396,526

16,304,635

20,842,953

570,238

1,668,685

579,032

543,081

1,704,160

9,326,445

50,857,002

86,031,483

110,624,745

10,807,686

20,329,636

972,789

72,116,444

2,271,400

7,546,935

16,673,462

551,211

707,065

359,900

325,150

1,405,473

5,800,773

14,728,507

歳 入 総 額 歳 出 総 額 会 計 別 歳 入 総 額 歳 出 総 額

船 津 財 産 区

小 立 財 産 区

大 石 財 産 区

河 口 財 産 区

西 深 沢 財 産 区

勝 山 財 産 区

長 浜 財 産 区

西 湖 財 産 区

大 嵐 財 産 区

青木ケ原財産区

精 進 財 産 区

本 栖 財 産 区

富士ケ嶺財産区

大 室 山 財 産 区

小立簡易郵便局

河口湖治水事業

2,677,165,023

1,670,149,191

1,168,077,018

19,658,726

10,499,375

10,975,919

16,050,646

48,489,821

42,383,233

32,368,635

371,062,647

1,756,914,455

13,949,918

58,087,621

41,273,303

2,662,029,412

1,660,837,006

1,126,095,935

16,557,675

8,721,464

6,564,736

13,202,859

37,771,794

25,659,344

26,560,765

356,458,445

1,629,451,089

13,130,973

54,845,555

35,128,859

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

居宅介護支援事業

船 津 公 園 墓 地

小 立 公 園 墓 地

勝 山 墓 地

大 石 簡 易 水 道

河 口 簡 易 水 道

足和田簡易水道

上九一色簡易水道

下 水 道 事 業

本栖下水道事業

精進特環下水道事業

温 泉 事 業

◇特別会計決算報告◇ (単位 : 円)

（前年比　３.４％減）

（前年度　２.９％減）

（前年度　１９.４％減）

1,9474,964 1,9474,964

実 質 赤 字 比 率

平成19年度決算に基づく財政健全化判断比率について

早期健全化基準

早期健全化基準

早期健全化基準

早期健全化基準

14.12 

19.12 

25.0 

350.0 

16.3 

137.9 

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

単位：％ 
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平成１９年度決算に基づく財政健全化判断比率等を公表します。

　平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。

　この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する比率の公表制度を設け、その比率に応じて財政

の早期健全化、財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行財政の措置を講ずることにより、

地方公共団体の財政の健全化に資することを目的としています。

　公表することとなるのは、健全化判断比率及び資金不足比率です。健全化判断比率のいずれかが早

期健全化基準以上の場合または、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は、議会の議決を

経て財政健全化計画等を策定し計画的に健全化に取り組まなければなりません。

　富士河口湖町の平成１９年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業に係る資金不足比率は

次のとおりです。

○実質赤字比率

一般会計等（普通会計を構成する会計）の実質赤字額の標準的な収入に対する比率を示します。

※一般会計等：一般会計、本栖下水道事業特別会計、温泉事業特別会計、船津公園墓地事業特別会計、小立公園墓

　地事業特別会計、勝山墓地事業特別会計、治水事業特別会計、小立簡易郵便局事業特別会計。平成１９年度決算

　における実質収支は３７５，４９５千円の黒字となっているため実質赤字比率はありません。

○連結実質赤字比率

全会計の実質的な赤字額の標準的な収入に対する比率を示します。

※全会計：一般会計等の他、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、介護保険特別会計、居宅介護支援事業特

　別会計、水道事業会計、大石・河口・足和田・上九一色各簡易水道事業特別会計、下水道事業特別会計、精進特定

　環境保全公共下水道事業特別会計の赤字額の標準財政規模に対する割合です。平成１９年度決算における実質

　収支及び資金剰余額は９３５，２１８千円の黒字となっているため連結実質赤字比率はありません。

一般会計等の実質赤字額

標準財政規模

連結実質赤字額

標準財政規模

健全化判断比率 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率

参考　早期健全化基準

実質公債費比率 将来負担比率

１３７.９１６．３

（３５０．０）（２５．０）（１９．１２）（１４．１２）
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○実質公債費比率

　一般会計等の実質的な借入金の返済額の標準的な収入（元利償還金に係る基準財政需要額算入額

を除く）に対する比率（３ヵ年平均）を示します。

　
※地方債の元利償還金等：一般会計の地方債償還だけでなく、一般会計の繰出金のうち公営企業債の償還金に充

　てたもの及び加入する一部事務組合への負担金のうち地方債の償還に充てたものを含みます。

※特定財源：地方債の償還に充当される国庫支出金など

○将来負担比率

　一般会計等が負担する実質的な負債の残高の標準的な収入（元利償還金に係る基準財政需要額算

入額を除く）に対する比率を示します。

　　

※将来負担額：一般会計等の地方債現在高、公営企業会計及び加入する一部事務組合の地方債の現在高のうち一

　般会計からの負担見込み額、一般会計等が負担する見込みの職員退職手当負担予定額等

○資金不足比率

各公営企業の資金不足額の事業の規模に対する比率

　　

※資金不足額：一般会計等の実質赤字額に相当するもの

　平成１９年度の各公営企業会計は資金剰余となっていますので資金不足比率はありません。

資金の不足額

事業の規模

健全化判断比率 （単位：％・千円）

（地方債の元利償還金等）－

　　（特定財源＋元利償還金等に係る基準財政需要額算入額）

　  標準財政規模－元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額

　　　　　　＋地方債現在高に係る基準財政需要額算入見込額）

   標準財政規模－元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

水道事業会計

大石簡易水道事業特別会計

河口簡易水道事業特別会計

足和田簡易水道事業特別会計

上九一色簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

精進特定環境保全公共下水道事業特別会計

２０.０

２０.０

２０.０

２０.０

２０.０

２０.０

２０.０

３１１,６３４

１０,７１８

１６,７２４

５,８０８

１４,６０５

１２７,４６３

３,２４２

特別会計の名称
資金不足
比　　率

経営健全
化基準

資　金
剰余額
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　２０１１年（平成２３年）７月までに、今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します。

　これ以降は、アナログテレビをお使いの方は、そのままではテレビ放送（デジタル放送）を見ること

ができません。

　地上デジタル放送を視聴するには、�地上デジタル放送対応のテレビに買い換える、②地上デジタ

ルチューナーを買い足す、③地上デジタル放送対応済のケーブルテレビで視聴する、の各方法があり

ます。①と②については、ＵＨＦアンテナが必要です。

　なお、ＢＳアナログ放送も地上アナログ放送と同じ２０１１年７月２４日までに終了します。

■総務省地デジコールセンター（地上デジタル放送について）

　　　　　電話　０５７０－０７－０１０１（ナビダイヤル）

　　　　　ＩＰ電話など、ナビダイヤルがつながらない場合、０３－４３３４－１１１１

　　　　　平日；午前９時～午後９時、土日祝；午前９時～午後６時

■ＢＳデジタル放送お問い合わせセンター（ＢＳデジタル放送について）

　　　　　電話　０５７０－０１－２０１１（ナビダイヤル）

　　　　　ＩＰ電話など、ナビダイヤルがつながらない場合、０４５－３４５－４０８０

　　　　　平日；午前９時～午後９時、土日祝；午前９時～午後６時

デジタル放送に

関する

問い合わせ先

（社）デジタル放送推進協議会　ホームページ；http://www.dpa.jp

テレビについて、大切なお知らせです！
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[火山のメカニズム]

Part 22Part 22Part 22

　地下の深いところには、岩石が融け出したマグマというものがあり

ます。そのマグマが上昇しながら、融かした岩石などと混ざり合い地表

に噴き出し、火山ができます。富士山は何度も噴火をくり返したことに

より、円すい形になった火山です。このような火山を成層火山と呼びま

す。日本の火山のほとんどがこの成層火山で、これより斜面がゆるや

かで、盾をふせたような形をしている火山を盾状火山といいます。

　噴火とは、火山からマグマや火山灰などが噴き出る現象です。マグ

マそのものが噴き出るマグマ噴火や熱せられた地下水が水蒸気とな

って爆発する水蒸気爆発、火口や岩盤なども一緒に吹き飛ばすような

爆発噴火など、噴火の仕方もさまざまです。噴火する場所もさまざまで、山頂から噴くのを山頂噴火、山腹からは

山腹噴火(または側噴火)、また、噴火場所が点ではなく線(火口列)となる場合は、割れ目噴火と呼びます。

管理課　防災係 ℡ ７２-６０１３

　河口湖大橋の腐食進行防止工事を実施するため、交通規制

を次のとおり行います。�

　工事期間中は、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力

をお願いします。

河 口 湖 大 橋

規 制 区 間

終 日 全 面 通 行 止

規 制 期 間

平成２０年１１月４日（火）から

平成２０年１２月３日（水）まで

１１月３０日に開催される日刊マラソンでは、ランナーの通行は出来ます。

山梨県富士・東部建設事務所吉田支所　電話０５５５－２４－９０８６

河口湖大橋交通規制のお知らせ

河口湖美術館

大橋南

河口湖美術館河口湖

大橋北

乳ケ崎北

大橋南

至 甲府

至 

富
士
吉
田

河口湖大橋
終日全面通行止

乳ケ崎南

船津小

船津三差路

河口湖駅

R137

ファミリー
レストラン

2等陸海空士(男子)募集 富士吉田ハローワーク自衛隊説明会実施中

北富士駐屯地試験場所

１８歳以上２７歳未満の男性（日本国籍を有するもの）応募資格

年間を通じて行なっております。受付期間�

平成２１年３月下旬から４月上旬予定 入　　隊

平成２０年１１月１８日（火)及び１２月１６日（火）試 験 日

午前１０時から正午／午後１時から午後３時説明時間

説 明 日 毎月２回実施 ： 第１、第３金曜日

富士吉田ハローワーク　２階会議室説明場所�

問合せ先　大月地域事務所　

　　　　　大月市御太刀２－８－１０大月合同庁舎内　℡ ０５５４－２２－１２９８

自 衛 官 募 集

自衛隊山梨 ウェブ検索

クリック!!
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知っておきたい　　　金のはなし知っておきたい　　　金のはなし知っておきたい　　　金のはなし税税「あなた」と「まち」と「税金」の 仕組みがわかる！ １１月号
わかる
!

固定資産税の異動の届け出は済みましたか？

掲示板 １２月は固定資産税税の第３期の納期です。 町への納税は口座振替が便利です

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場　税務課(７２-１１１３)へ

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業

用
資
産
で
、
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却
費
が
所

得
税
法
も
し
く
は
法
人
税
法
の
所
得
の
計
算
上
、
必

要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
の
内
容
（
取
得
価
格
、

取
得
金
額
、
耐
用
年
数
等
）
に
つ
い
て
、
１
月
31
日
ま

で
に
町
の
税
務
課
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
大
ま
か
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
償
却
資

産
の
対
象
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

６
種
に
区
分
し
て
み
ま
す
。

１
　
構
築
物

　
　
舗
装
路
面
、
庭
園
、
門
、
塀
、

　
　
緑
化
施
設
、
外
構
工
事
な
ど

２
　
機
械
及
び
装
置

　
　
製
造
設
備
等
の
機
械
、
ク
レ
ー
ン
等
の
建
設
機

　
　
械
な
ど

３
　
船
舶

　
　
ボ
ー
ト
、
釣
船
、
漁
船
、
遊
覧
船
な
ど

４
　
航
空
機

　
　
飛
行
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

５
　
車
両
及
び
運
搬
器
具

　
　
大
型
特
殊
車
両
、
構
内
運
搬
車
な
ど

６
　
工
具
、
器
具
及
び
備
品

　
　
パ
ソ
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
看
板
、
測
定
工
具
、

　
　
金
型
な
ど

　
以
上
の
６
種
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１２
月
号
に
続
く
）

＊
町
で
は
、
来
年
度
の
償
却
資
産
の
申
告
用
紙
を

　
配
布
・
発
送
を
１２
月
中
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
税
の
対
象
と
は 

①

固
定
資
産
研
究

１１月１１日～１７日 「税を考える週間」

　毎年１１月１１日～１７日の「税を考える週間」は、能動的に

税の仕組みや目的などを考え、国・県・町の自治の基本とな

る税の理解を深めていただくために、税の意義、役割や税務

行政の現状を分かりやすく説明し、税についてより深く理解

していただく旬間です。

　税は、私たちが健康で豊かな生活をするために、国や地方

公共団体が行う活動の財源であり、私たちが社会で生活する

ための、いわば「税≒会費」であるといえます。

　その「会費」で支えられている私たちの社会には、今どの

ような変化が生じているのでしょうか。また、その変化は私

たちの暮らしにどのような影響を及ぼすのでしょうか。

　例えば、わが国においては、少子・高齢化が著しいスピー

ドで進んでいます。このような社会では、将来的に、労働力人

口の減少や、年金・医療などの社会保障関係費の増大が見込

まれ、公的サービスの財源となる税の役割はますます重要に

なります。

　少子・高齢化をはじめとする経済社会の構造変化に対応

するためには、私たち一人ひとりが税の果たす役割を理解

し、公的サービスと負担をどのように選択するかを含めて、

税について真剣に考えていく必要があります。

　国税庁ではこの期間、様々な広報活動をおこなってい

ます。平成２０年度のテーマは「ＩＴ化・国際化と税」です。ぜ

ひ、この機会に税について考えてみてください。

　　 国税庁ホームページhttp://www.nta.go.jp

 固定資産税は、１月１日現在の所有者に課

税されます。所有されている固定資産に次

のような異動があった場合には、申告や届

け出が必要です。

家を新築した場合

【新築住宅申告書】【住宅用地申告書】

 住宅を新築した場合、一定の条件を満たせば、課税される

最初の年から、３年間は固定資産税が軽減されます。土地

は、所有地に住宅を建築したときに、住宅用地に該当する

と軽減されます。

家を取り壊しした場合【家屋滅失届出書】

　家屋を取り壊し（滅失）したとき、税務課に連絡する必要

があります。届け出がない場合、取り壊したはずの家屋に翌

年以降も課税されたままになることがありますので、ご注

意ください。

所有者が死亡した場合

【納税管理人申告書】【納税管理人変更届】

　死亡した方に代わる納税義務者を指定する必要がありま

す。なお、相続登記がお済であれば、届け出の必要はありま

せん。

登記していない家屋の所有者が変わった場合

【家屋名義人変更届】

　法務局に登記していない未登記物件の所有者が、売買や

相続等により変更した場合、届け出が必要です。届け出がな

い場合、前所有者に、翌年以降も課税されたままになること

がありますので、ご注意ください。

　申告書や届出書は、町役場１Ｆ税務課にあります。

　その他、土地の地目を変更した場合や、家屋を新築・増築

した場合も税務課までお知らせください。
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１１月、１２月は滞納整理強化月間です。
－ 山梨県地方税滞納整理推進機構と連携して差押え等の処分を強化します。－

ー悪質な滞納は絶対に許しませんー

ー納期限内に納税できない方は、納税相談にお越し下さいー

　ほとんどの町民の方は、町税を納期限内に自主的に納めていただいています。再三の催告にも納付に応じ

ない滞納者に対しては、税負担の公平性を確保するため、強制的に給与、不動産、自動車、預貯金、生命保険

等の財産の差押えを執行し、その財産をインターネット公売などにより換価し、滞納税額に充てます。�

　また、場合によっては、職員が滞納者の自宅等を強制的に捜索して、発見した財産を差押え、搬出すること

も行います。

　災害や病気などの事情により、全額を一時に納められない場合には、徴収の猶予などの制度があります。ただ

し、生活状況や財産の取得状況などを申告していただき、調査の結果、要件に該当した場合に適用されます。

動 　 産

計�

建物共済保険

生命保険

預 貯 金

自 動 車

不 動 産

差押財産�

３

２６�

１

１

１５

３

３

件　数

差押え実績(H２０.４～H２０.１０)

自動車の差押え例（タイヤロックによる運行禁止措置）

　納期限までに税金が完納されない場合には、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、税額に次の

割合を乗じて計算した延滞金がかかります。

・納期限の翌日から１ケ月を経過する日まで　→　年 ４．７％�

・１ケ月を経過した日以降　　　　　　　　　→　年１４．６％

延 滞 金

・１１月１９・２６日・１２月３・１０・１７日（水）�

午後５時３０分～８時

富士河口湖町　税務課　収納担当　　�

電話番号 ０５５５－７２－１１１３

開庁時間内に来られない方の相談、納付日時 納税相談窓口

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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１１月は「児童虐待防止推進月間」です
児童虐待の早期発見・再発防止にはあなたの気づきが大切です。

 【助けての　小さなサイン　受け止めて】‥２０年度標語
　言葉にできない子どもの悲鳴を見ない、聞かない、も虐待です。

●子どもの虐待に気づくために●

自分だけがうまく子育てできない、助けてくれる人がいない、

子どもの行動が気に入らない、この子がいなかったら、など

と思ってしまい、自分を追いつめていたら。

子どもや保護者の様子や家族の状況が、何となく変だなと感じたら、虐待の存在を疑ってみるべき

です。まさか親がそんなことをするなんて‥と思いたいところですが常識では考えられないことが

起こっています。

　※児童虐待は、子どもの心身の健康的な成長を損ねたり、深刻な影響を与えることがあります。

�こんなとき、ひとりで悩まず相談を‥�こんなとき、ひとりで悩まず相談を‥

�何となく変だなと感じたら、虐待を疑う　～虐待ではという視点が大切～�何となく変だなと感じたら、虐待を疑う　～虐待ではという視点が大切～

「これは虐待だろうか」と判断に迷うことが多くあります。「間違っていたらどうしよう‥」と悩むこと

もあります。「シロかクロか」をはっきりさせることが大事ではなく、子どもを守ることが大事です。

虐待を疑った時は、たとえ事態が曖昧なものであっても、行動(相談や通告)することが必要です。

　※連絡(通告)した人の秘密は法律で守られます。

児童虐待防止推進月間について、平成１６年度から児童虐待防止法が施行された１１月を「児童虐

待防止推進月間」と位置づけ、児童虐待問題に対する社会的関心の喚起を図るためこの時期に

実施をしています。

�子どもを守ることが大事　　～あなたの行動が子どもを守る～�子どもを守ることが大事　　～あなたの行動が子どもを守る～

お父さん

お母さんへ

家族のだれかにたたかれたり、なぐられたりして痛い思いを

していたり、お腹がすいてもご飯をもらえなかったりしてい

たら。

子供たちへ

町役場　福祉推進課児童福祉係　℡ ７２―６０２８　

山梨県都留児童相談所　　　　　℡ ０５５４―４５―７８３５

●出産や子育ての悩み・児童虐待に関する連絡(通告)先●

女性なんでも相談女性なんでも相談女性なんでも相談
(新津小児科「親と子の相談室」カウンセラー)

川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談

日時：１１月２９日（土）午後１時３０分～午後４時３０分
場所：富士河口湖町中央公民館
対象：幼児から中学生までの子と保護者

個別
相談

＊ 相談希望者は予約が必要です。生涯学習課までご連絡下さい。
＊ 相談内容、個人情報等は一切厳守いたします。

悩んでいること、困っていることご相談ください。

場　　所：中央公民館
お問合せ：お申込み：生涯学習課まで

●今月の相談日●

１２日(水)、２６日(水)　午後１時～
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平成２１年度　保育所入所申込受付

町では来年４月から新しく保育所へ入所を希望される児童の入所申し込み受付を次の日程で行います。

保 　　育 　　所 受 付 期 日

船津保育所（町立）
　　　（℡７２－２００７） １２月１１日（木）～

　　　１２月１２日（金）

１２月１２日（金）

小立保育所（町立）
　　　（℡７２－１６４６）

大石保育所（町立）
　　　（℡７６－７７５４）

河口保育所（町立）
　　　（℡７６－７６１７）　　

こもも保育所（町立）
　　　（℡８３－３３２３）

勝山保育所（町立）
　　　（℡８３－２１２４）

足和田保育所（町立）
　　　（℡８２－２９５４）

精進本栖保育所（町立）
　　　（℡８７－２３５２）

富士ヶ嶺保育所（町立）
　　　（℡８９－２０２４）

《受付期日と場所》

入所申込みの受付時間は、

各保育所とも

 　午前１０時～１１時３０分、

　 午後 １ 時３０分～３時まで。

※平成２１年度より、小立保育所

　にて、未満児保育(０歳児除く)

　を行います。

ゆめの木保育園（私立）

★１・２歳児が入所できます。

　入所申込みに関するお問い合

　わせは、直接保育園にお願いし

　ます。（℡７２－４３２０）

　ゆめの木保育園入所申込書

　（公立保育所の入所申込書と

　は異なります）は、ゆめの木保

　育園と町役場に用意します。

行政相談・心配ごと相談日

11月20日(木)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相

談
・
心
配
ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に

な
り
ま
し
た
。

　
１１
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、１１
月
１７
日
（
月
）

ま
で
に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
２０
分

間
と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後１時～３時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

予約制
　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
83-

2
3
2
0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
82-

2
4
4
6

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
87-

2
3
1
6

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

１１
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
11
月
20
日
（
木
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

入所申込書は、希望する保育所へ提出してください。　　　　　　
　入所申込書は、町役場、各出張所・各保育所に11月11日までに用意します。

　保育所に入所するためには一定の基準があります。ご不明な点や相談などありましたら町保育所

担当（ＴＥＬ７２－６０２８）又は各保育所へお問い合わせ下さい。

　なお、現在入所中の児童について引き続き入所を希望する場合には、後日現在入所している保育

所を通じ継続入所申込書（家庭状況調査票、所得証明書や在職証明書など）を提出していただきます。

《保育所見学》
　１２月３日（水）・４日（木）の午前１０時から午前１１時３０分の間、保育所の見学ができます。施設の状況や保育の

様子など見学いただき保育所入所の参考にして下さい。

　なおこの日程で都合がつかない場合は、直接各保育所に連絡のうえ、見学を行うことができます。
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「栄養成分表示」は大切な情報源です。

　市販の食品や飲食店の食事に表示されている栄養成分を、意識して見たことがありますか？この中には、

私たちの食生活に必要な情報が詰まっています。表示の見方を正しく理解し、参考にしてみましょう。

日本人の食事摂取基準（２００５年版）より抜粋

１８～２９歳

成分名

エネルギー

たんぱく質

脂　　質

炭水化物

ナトリウム

男 　 性

女 　 性

３０～４９歳 ５０～６９歳 ７０歳以上

２，６５０ ２，６５０ ２，４００ １，８５０

２，０５０ ２，０００ １，９５０ １，５５０

１日のエネルギーの食事摂取基準（身体活動レベル：運動量が普通の人） 単位：kcal

＊食事の栄養バランスは、量と質の両面からみることが大切です。

　現代の食生活では、エネルギー源となる主食（炭水化物）の摂取量が不足し、たんぱく質や動物性脂肪

食品をとり過ぎています。

　食事の割合は、主食［ごはん・甘味のないパン・麺類］：副菜［野菜・きのこ・海藻・芋・豆類（大豆以外）］：

　主菜［肉・魚・卵・大豆製品］=３：２：１が理想です。

＊外食は、１日の総エネルギー量の３分の１量を目安に、単品よりも定食を選びましょう。

＊間食は、１日の総エネルギー量の１０分の１量（大人の場合２００kcalくらい）を目安に

　しましょう。

＊食事をつくる（購入する）際も「適量」を心がけ、余分に食べずに済むようにしましょう。

（食塩相当量） （０．２ｇ）

製品１個（８０ｇ）当たり

２８４kcal

２．２ｇ

９．０ｇ

５２．３ｇ

９０ｍｇ

表示例の場合、９０×２．５４÷１０００＝０．２２８６になるので

食塩相当量は０．２ｇとなります。

成分の表示方法はこれ以外に１００g、

１食分などと表示されることもあります。

ナトリウムと塩分相当量の違いに注意しましょう！

ナトリウム＝塩分量ではありません。

ナトリウムの表示があったら下記の方法で塩分

相当量に換算しましょう。

ナトリウム（ｍｇ）×２．５４÷１０００＝食塩相当量（ｇ）

表示例
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“健康のまちづくりウォーキング大会”
＝まず歩こう健康づくりのために＝

　「健康づくり」は歩くことからはじまります。町では、町民の健康増進を目的とした、町民スポーツ

としての『ウォーキング』を積極的に勧めています。

　冬の寒い時期、歩くことが少なくなっていませんか。今回は、自然に親しみながら参加者同士のふ

れあいと親睦を深めることを目的に「健康のまちづくりウォーキング大会」を開催します。家族・友達

・近所お誘い合わせのうえ、多くの町民の参加をお願いします。

■ 日　　時　１２月７日（日）　(雨の場合は中止します。)

■ 集合場所　八木崎公園広場

■ 受　　付　午前８時３０分～

■ 出 発 式  午前９時（スタートは出発式終了後）

■ 持 ち 物　水筒　副食　雨具（スタート・ゴールは八木崎公園広場です。）

※幼児・小学校低学年の参加は、父兄同伴でお願いします。傷害保険に加入します。

　健康のまちづくり事業の一環として「健康のまちづくりウォーキング大会」を年間４回開催いたします。２年間で通算４

回参加された方には、記念品を用意いたします。今回から参加される方も対象になりますので、奮ってご参加ください。

●問合先　健康増進課　℡ 72－6037

　八木崎公園　⇒　湖畔遊歩道　⇒　勝山シッコゴ公園　⇒　道の駅かつやま　

　⇒　富士ビューホテル前　⇒　冨士御室浅間神社　⇒　小立福祉センター前　

　⇒　河口湖大橋前左折　⇒　湖畔遊歩道　⇒　八木崎公園（約７㎞）

コース

 
 

　
「
富
士
山
は
、

日
本
一
の
高
さ

を
も
ち
、
小
説
や

絵
画
に
も
多
く

登
場
し
、
日
本
の

シ
ン
ボ
ル
と
い

っ
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。
僕
は
、

こ
の
山
を
ほ
こ

り
に
思
う
気
持

ち
と
、
こ
の
山
の

良
さ
を
も
っ
と
わ
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
。
」

　
僕
の
町
に
あ
る
世
界
に
一
つ
だ
け
の
富
士

山
。
そ
れ
を
大
切
に
し
て
い
く
た
め
に
富
士
山

の
良
い
所
、
悪
い
所
を
考
え
直
し
、
自
分
に
出

来
る
事
を
探
し
て
み
ま
し
た
。

　
富
士
山
に
は
、
青
木
ヶ
原
樹
海
や
溶
岩
樹
型

と
い
っ
て
、
自
然
で
し
か
で
き
な
い
す
ば
ら
し

い
も
の
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
良
い
物
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
富

士
山
に
は
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
、
さ
ら
に
青
木
ヶ

原
樹
海
で
は
、
自
殺
を
す
る
人
が
い
て
困
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
富
士
山
を
み
ん
な
ど
の

よ
う
に
見
る
で
し
ょ
う
。
世
界
遺
産
に
は
選
ば

れ
ず
、
観
光
客
が
減
り
、
良
い
所
が
沢
山
あ
る

の
に
み
ん
な
に
認
め
ら
れ
ず
、
も
っ
た
い
な
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
僕
は
こ
う
考
え
ま
し

た
。
　
ゴ
ミ
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
考
え
た
事

は
、
他
の
世
界
遺
産
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し

た
り
、
ゴ
ミ
の
捨
て
ら
れ
や
す
い
場
所
を
な
く

す
事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
殺
の
事
に
つ
い
て
は
、
自
殺
を
思
い
と
ど

ま
ら
せ
る
よ
う
な
絵
や
写
真
を
使
っ
た
り
し

た
自
殺
防
止
の
看
板
を
作
っ
て
い
く
と
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
自
分
に
出
来
る
事
は
何
か
と
考
え
た

末
、
ゴ
ミ
拾
い
活
動
に
参
加
し
た
り
、
世
界
中

の
僕
と
同
じ
く
ら
い
の
子
供
達
に
、
富
士
山
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
自
分
で
も
ゴ
ミ
を
決
め
ら
れ
た

場
所
に
捨
て
る
よ
う
に
し
、
多
く
の
人
達
に
美

化
の
協
力
を
お
願
い
し
て
、
世
界
中
か
ら
富
士

登
山
や
遊
び
に
来
た
人
、
富
士
山
の
絵
や
写
真

を
と
り
に
来
た
人
な
ど
、
み
ん
な
に
富
士
山
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
素
晴
ら
し
さ
を
広
め

て
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
行
き
た
い
で

す
。

勝
山
中
学
校
　
１
年
　
渡
辺
　
求

ポ
ス
タ
ー

作

　

文

船
津
小
学
校
　
６
年
　
大
貫
知
道

「
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
僕
が
出
来
る
事
」

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
紹
介 

②
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
町
内
の
小
学
校
３
年
、
４
年
生
の
み
な
さ
ん
へ
　
料
理

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
毎
日
の
食
事
を
味
わ
い
な
が
ら
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま

　
す
か
？
　

★
家
族
と
一
緒
に
食
卓
を
囲
ん
で
い
ま
す
か
？
　

★
料
理
の
お
手
伝
い
を
な
に
か
し
て
い
ま
す
か
？

★
み
ん
な
で
料
理
を
つ
く
る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
し

　
ょ
う
！
　
男
の
子
も
大
歓
迎
で
す
！

■
日
　
時
　
12
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
予
定
）

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
　
調
理
室

■
内
　
容
　
食
事
の
話
、
調
理
実
習
、
試
食

■
参
加
資
格
　
町
内
の
小
学
校
に
通
う
３
年
生
、
４
年
生

■
定
　
員
　
16
名

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
上
履
き
・
手
を
ふ
く
タ
オ
ル
・
筆

　
　
　
　
　
記
用
具
な
ど

■
参
加
費
　
無
料

■
そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
実
習
で
使
用
す
る
三
角
巾

　
　
　
　
　
（
バ
ン
ダ
ナ
）
は
当
日
用
意
し
ま
す
。

■
締
切
り
　
12
月
８
日
（
月
）

●
申
込
み
　
町
役
場
健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
（
℡ 

72
‐
６
０
３
７
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
を
知
ら
な
い

た
め
に
受
給
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
父
親
の
い
な
い
児
童
の
家
庭
又
は
、
実
質
的
に
父
親
が

不
在
の
状
態
に
あ
る
児
童
の
家
庭
に
対
し
、
そ
の
生
活
の

安
定
と
自
立
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
、
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る

よ
う
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
助
成
の
対
象

　
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
以
下
の
支
給
要
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
、
又
は
20
歳
未
満
で

政
令
の
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
）
を
監
護

し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
。

◆
支
給
要
件

○
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し

　
て
い
な
い
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺
族
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

　
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
）

○
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

○
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

○
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

○
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

○
未
婚
の
母
の
子

○
父
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童
（
遺
棄
）

◆
所
得
制
限

　
受
給
者
も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者

の
前
年
（
６
月
末
日
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
精
神
的
、
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
の
対
象

　
本
町
に
住
所
が
あ
っ
て
、
18
歳
未
満
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
配
偶
者
の
な
い
方
で
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
及
び
児
童

○
父
母
の
い
な
い
児
童

○
配
偶
者
の
い
な
い
養
育
者
及
び
そ
の
養
育
者
が
養
育
す

　
る
児
童

◆
所
得
制
限

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
も
し
く
は
養
育
者
の
前
年

（
８
月
末
日
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
に
よ
る
所
得
税
が
非

課
税
で
あ
っ
て
、
そ
の
扶
養
義
務
者
の
前
年
（
８
月
末
日
ま

で
は
前
々
年
）
の
所
得
額
が
限
度
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
受
給
資
格
要
件
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　

●
問
合
先
　
町
役
場
・
福
祉
推
進
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
℡ 

72
‐
６
０
２
８

　
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
ル
チ
の
回
収
を
左
記
の
日
程
で
、

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
最
寄
の
場
所
に
持
ち
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
回
収
日
以
外
は
、
絶
対
に
持
ち

込
み
を
し
な
い
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 

（
持
ち
込
み
の
で
き
る
種
類
お
よ
び
持
ち
込
み
方
法
）

１
、
マ
ル
チ
お
よ
び
、
農
ポ
リ
ビ
ニ
ー
ル
、
茶
色
に
劣
化 

 

　
　
し
た
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
、
パ
ン
チ
フ
ィ
ル
ム
等
は
、

　
　
Ｊ
Ａ
北
富
士
で
販
売
し
て
い
る
専
用
の
回
収
袋
を
購

　
　
入
し
、
袋
に
詰
め
て
出
し
て
下
さ
い
。

２
、
ハ
ウ
ス
用
の
ビ
ニ
ー
ル
は
、
折
り
た
た
み
、
紐
で
十

　
　
文
字
に
縛
っ
て
下
さ
い
。 

(

た
だ
し
、
糸
入
り
の
ビ

　
　
ニ
ー
ル
は
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下

　
　
さ
い)

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
ル
チ
の
回
収
に
つ
い
て

こ
ど
も
食
育
教
室
　
参
加
者
募
集

児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　



広
報
富
士
河
口
湖

　
１５

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
、
肥
料
の
袋
は
、
重
ね
て
折
り
た
た
み
、
紐
で
十
文
字

　
　
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

４
、
花
き
出
荷
用
の
か
ご
ケ
ー
ス
は
、
重
ね
て
、
紐
で
十

　
　
文
字
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

５
、
花
き
苗
・
野
菜
苗
の
ビ
ニ
ー
ル
鉢
は
、
透
明
の
ゴ
ミ

　
　
袋
等
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

※
右
記
の
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
持
ち
込
み
場

　
所
で
、
手
直
し
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
町
役
場
農
林
課
　
℡ 

72
‐
１
１
１
５
（
松
本
）

　
近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
遊
休
農
地
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
農
地
が
遊
休
化
す
る
と
雑
草
・
雑
木
が
繁

茂
し
、
病
害
虫
や
火
災
の
発
生
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
潜
入
や
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法

投
棄
の
場
所
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
周
辺
農
地
や
近

隣
住
民
に
大
変
迷
惑
を
及
ぼ
し
ま
す
。
耕
起
・
草
刈
り
・
除

草
等
を
行
い
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
富
士
河
口
湖
町
農
業
委
員
会
＝

　　
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
基
づ
き
、
町
民
カ
レ

ン
ダ
ー
に
は
表
記
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
収
集
日
が
休

日
の
場
合
は
、
代
替
収
集
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
、
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
１１
月
２４
日
（
月
）
休
日
の
代
替
は
、
１１
月
２２
日
（
土
）
に

　
収
集
し
ま
す
。

◎
対
象
　
小
立
・
大
石
・
河
口
・
勝
山
・
足
和
田
地
区
の

　
　
　
　
燃
え
る
ご
み

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
叫
ば
れ
る
な
か
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
史
上
、
記
録
的
な
大
ヒ
ッ
ト
作

品｢

不
都
合
な
信
実｣

を
上
映
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、
地
球
の
温
暖
化
が
原
因
と
な
っ
て
、
海
水

面
の
上
昇
、
生
態
系
へ
の
悪
影
響
の
拡
大
な
ど
で
、
傷
つ
い

た
地
球
の
危
機
を
救
お
う
と
ア
メ
リ
カ
の
男
性
が
立
ち
あ

が
っ
た
と
言
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
み
な
さ
ん
も
是
非

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
期
　
日
　
11
月
22
日
（
土
）
午
後
７
時
～

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
く
や
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料
。
但
し
入
場
者
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
環
境
課
【
℡ 

72
‐
３
１
６
９
】

　
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
あ
な

た
の
納
め
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
あ
な
た
の
家
族
が
将
来
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老

齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
、
生
計
を
維
持
し

て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
残
さ
れ
た
妻
や
子
に

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
を
納
期
限
ま

で
に
納
め
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
年
金
給
付
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
納
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌

月
の
末
日
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
等

に
当
た
る
場
合
は
、
そ
の
翌
営
業
日
）
。

　
ま
た
、
納
期
限
か
ら
二
年
間
を
経
過
す
る
と
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
将
来
、
受
給
す
る

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
納
付
案
内

書
」
で
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
（
前

納
）
と
、
割
引
が
あ
っ
て
、
大
変
お
得
で
す
。
前
納
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

収
集
日
の
休
日
に
伴
う
代
替
収
集
に
つ
い
て

映
画｢

不
都
合
な
信
実｣

の
上
映
に
つ
い
て

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

★
お
得
な
前
納
制
度

富士豊茂農協駐車場

町中央公民館
駐車場

大石公園駐車場

河口多目的広場

回収日 回収時間 回収場所

勝山ふれあいド－ム前
駐車場

１１月２５日（火）
午前９時
  ～正午まで

午後１時
  ～３時まで

午前９時
  ～正午まで

午後１時
  ～３時まで

午前９時
  ～正午まで

１１月２５日（火）

１１月２６日（水）

１１月２６日（水）

１１月２７日（木）


